
【研修会についてのお問い合わせ先】 （株） ヒューマン・リサーチ human_2@abox3.so-net.ne.jp

一般社団法人 公認心理師の会 事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷5-23-13 田村ビル 公益社団法人日本心理学会事務局内

ホームページ https://cpp-network.com/index.html

【参加方法】

公認心理師の会 Webサイト「研修会」ページよりお申込みください。

登録者は，A方式（ライブ配信）・B方式（録画配信）の両方に参加できます。

●A方式（ライブ配信）

Zoomによるライブ配信を3時間行います。登録者にはZoom URLをお伝えします。

質疑応答が可能。ライブ参加希望の方は、ライブ配信３日前までに登録ください。

●B方式（録画配信）

ライブ配信の録画を動画配信サイトに掲載します。登録者には動画URLをお伝えします。

動画は３か月間、繰り返しご自分のペースで視聴できます。
録画配信終了10日前までに申込ください。

【参加費】 1ワークショップにつき 会員4000円 非会員6000円

主要5分野 専門研修会 Web開催

第１期の３本のワークショップも好評受付中です
今年度後半に第３期として数本を開催します

後援（申請中） 厚生労働省・文部科学省
両省から1月に正式の許可をいただきましたが、コロナ禍で延期したため、Web研修会として再申請中です

全国どこでもご自宅で視聴でき、オンデマンドで何回も繰り返し視聴できます

一般社団法人 公認心理師の会Ⓡ

第２期 好評受付中 録画配信 申込〆切

WS5 精神鑑定に求められる公認心理師の役割
講師 西中 宏吏（千葉大学）・椎名 明大（千葉大学）

ライブ配信（Ａ方式）：11月８日（日）13時～16時

3ヶ月間
11月13日～

2021年
２月13日

2021年
2月3日

WS7 発達障がいの就労支援に認知行動療法を
活かすには？
講師 金澤 潤一郞（北海道医療大学）
ライブ配信（Ａ方式）：11月29日（日）13時～16時

3ヶ月間
12月3日～
2021年
３月３日

2021年
2月23日

WS8 病院で働く公認心理師のための基礎知識
講師 野村 れいか（沖縄国際大学）
ライブ配信（Ａ方式）：12月５日（土）13時～16時

3ヶ月間
12月9日～
2021年
3月9日

2021年
2月28日

2020年度
第２期

mailto:human_2@abox3.so-net.ne.jp


各ワークショップの内容や講師紹介は Webサイト「研修会」ページをご覧ください。
https://cpp-network.com/workshop.html

【参加に関する注意事項】

・どなたでも参加いただけます｡公認心理師以外の方も歓迎します｡
・2020 年度の会員登録が完了して年会費を支払った方のみ会員参加費となります。

会員登録途中の方や、年会費未納の方は、非会員参加費となります。
・非会員・初参加の方は、Webサイトの「非会員・初参加の方」をご覧ください。新規ユーザ登録をして
いただく必要があります。
これを機に入会をお勧めします（年会費5000円、入会金なし、入会特典多数）。３つのワークショップ

に参加すれば元が取れます。
・先着順に受け付けます。定員に達し次第、受付を終了します。
・お支払いいただいた参加費は返金できません。
・予約が完了すると、メールで案内が届きます。
・配付資料や映像資料の無断での録画・転送・転用は法律違反となりますので厳禁といたします。
遵守事項に合意した方だけ、その後のご連絡を差し上げます。

【Ａ方式（ライブ配信）に関する注意事項】
・安定した電波状況のもとでご参加ください。電波状況によるトラブルには責任が負えないことをご了承
ください。
・不測の事態などで配信が途切れることなどもありえますがご了承ください。
その場合でも、Ｂ方式（録画配信）では最初から完全版を配信しますので、最初から視聴できます。

・対面開催に比べ、Web開催では質疑応答や演習などの効果が限られてしまうことをご了承下さい

【Ｂ方式（録画配信）に関する注意事項】
・動画配信URLとパスワードは受講者のみにお知らせします。受講者以外への拡散は厳に禁じます。
・録画配信では質疑応答はできません。また、Ａ方式（ライブ配信）とＢ方式（録画配信）では、 内容
が異なることがあることをご了承ください。

●WS5 精神鑑定に求められる公認心理師の役割 講師 西中 宏吏（千葉大学）・椎名明大（千葉大学）
法律家や裁判員が法律判断をする際に、必要な知識や経験が足りないことがある。これを補う目的で行われる

のが鑑定であり、精神医学的な専門分野の知識と経験が必要で精神科医にその補充を求める場合を特に精神鑑定
という。
精神鑑定では鑑定人である精神科医により依頼を受け、心理学の専門家が助手としてかかわることが少なくな

い。公認心理師制度の開始により、精神鑑定における心理学の専門家に求められる役割と責任はますます大きく
なることが予想される。
しかし、心理学の専門課程において精神鑑定に関する教育がなされることは想定されていないばかりか、心理

学の専門家向けの講習・研修の機会も希少である。
本ワークショップでは、精神科医と公認心理師の２名の講師による講義や演習を通して、精神鑑定の目的や方

法等を解説するとともに、心理検査バッテリーを組む際のポイントについて学ぶ。また、心理検査以外に鑑定人
が心理学の専門家に求める事項について整理を行う。

●WS7 発達障がいの就労支援に認知行動療法を活かすには？ 講師 金澤 潤一郞（北海道医療大学）
本ワークショップでは精神科病院やクリニックに勤務する心理士を念頭に置き、主に事例を通じて発達障がい

の就労支援に認知行動療法を活用する際のコツについて学んでいきます。
大人の発達障がいの就労支援には、①就労移行支援などの福祉サービスを利用しているケース、②福祉サービ

スを利用していないケースがあります。また、②ひきこもりに近いような「動きたくても動けない」ケースもあ
ります。本ワークショップでは上記の3つのケースを中心にお話します。
特に発達障がいの方々は「目に見えない事を理解することや実感すること」が苦手です。これは就労支援では

環境や状況の理解の苦手さ、セルフモニタリング能力の低下、自分にとって・職場にとっての強化子を把握する
ことの苦手さに繋がります。このような点を認知行動療法の中でのどのようにサポートしながら面接を進めるの
かについてお話いたします。認知行動療法を専門としない方でも理解できるようにご説明する予定です。

●WS8 病院で働く公認心理師のための基礎知識 講師 野村 れいか（沖縄国際大学）
公認心理師の養成課程において学部・大学院ともに医療機関での実習は必須であり、この領域で勤務するか否

かに関わらず、医療現場や医療領域における心理職の業務を知っておくことは有益であると考えます。また、職
場に公認心理師が1人しかいない、非常勤勤務で組織・医療現場に関する体系だった研修を受講していないため、
個人で試行錯誤しながら医療現場を理解し、業務にあたっているという方もおられるでしょう。本ワークショッ
プでは、①医療領域で働くうえで基礎知識として知っておいていただきたいこと（医療倫理や医療安全、組織の
仕組み、病院の求められる役割など）を概観し、②公認心理師として、患者さんやご家族、組織のニーズに他職
種と連携しながら対応していくための知識やスキルについて解説します。

https://cpp-network.com/workshop.html

